
 

日本技術士会千葉県支部 第 6 回 CPD 行事実施報告書 

開始日時 平成２５年７月２０日 (土)  １５時４０分 

終了日時 平成２５年７月２０日 (土)  １６時４０分 

名 称 Ｈ25 年度 第 2回年次大会・特別講演会（第 6回 CPD） 

主 催 者 公益社団法人日本技術士会 千葉県支部 

開催場所 ホテルプラザ菜の花（千葉市中央区長洲 1-8-1） 

行事内容 

 特別講演会（CPD） 

講演テーマ 

｢技術士制度の在り方についての審議会に参加して｣ 

講師：福山裕幸氏 

技術士（経営工学／総合技術監理） 

日本技術士会会員 日立技術士会副会長 

 

参加人員  53名 

 

第 6 回 CPD は文部科学省科学技術・学術審議会技術士分科会委員として審議会に参加した福山 

裕幸氏を講師に招いて、技術士制度の現状認識と課題などについて講演をいただき、技術士及び

技術士制度の在り方や今後の方向について考える機会を得た。 

１．わたしとモノづくり 

  講師が今まで歩んで来た技術士として組織のモノづくりとのかかわりを興味深く話していただ

いた。組織の中で常に自分を見失わず冷静に自身を分析しているなと感じた。 

２．我が国の科学技術・学術振興策の概要 

科学技術基本政策、科学技術関係人材の要請と確保 第四次科学技術基本計画、科学技術・学

術審議会技術士分科会などについて明があった 

３．科学技術・学術審議会技術士分科会の概要  

  技術士制度の在り方を考える上での問題意識、今後の技術士制度の在り方に関する論点など 

  興味深い説明があった。 

講演を通じて自分自身が技術士として何が出来るか、また自身の技術士のありかたについて 

考えることが大事であると述べたことが印象的であった。 

   

 


